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福岡市では、重度障がいや難病などで外出が困難な方が、自宅に居ながらでも社会

参加が可能となることで、誰もが自分らしく暮らすことができる社会の実現のため、 

就労支援の実証事業を行っています。 

 

この度、実証事業の取組事例を報告する場を設けますので、ぜひ取材へのご協力をよろしく  

お願いいたします。 

なお、今回の協力事業者のうち、株式会社にしけい様におかれましては、実証事業を経て、    

令和７年４月から正式導入が決定されていますので、あわせてお知らせいたします。 

 

 

 
 ■日 時 ： 令和７年３月 25 日（火）14 時から 15 時 40 分まで 

 ■会 場 ： 福岡市舞鶴庁舎２階 大研修室（中央区舞鶴 1-4-13） 

 ■内 容 ： 実証事業協力事業者からの取組報告 

          （１）分身ロボット「OriHime（オリヒメ）」 

          （２）ピーマン収穫ロボット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■詳細は、ホームページを参照ください。 
https://www.city.fukuoka.lg.jp/fukushi/zaitakushien/shisei/20250325_seikahoukokukai.html 

 

＼４月から正式導入されるよ／ 

 

【問い合わせ先】 
福祉局障がい企画課 
担当課長：平川 
電話：092-711-4247（内線：2115） 

 概要 

『福岡 100』Press Release 

外出が困難な方の就労支援実証事業の 

成果報告会を開催します！ 

ホームページ 

【AI搭載のピーマン収穫ロボット】 

  

 ＜分身ロボット「OriHime（オリヒメ）」とは＞ 
・ロボットを遠隔操作し、パイロットの分身として、そこにいるかのような 

 コミュニケーションが可能。 

 ・ロボットにはカメラ、マイクを搭載。会話が可能。 

 ・顔や腕が動き、操作者の感情を動きで表現できる。 

自宅からタブレットなどで 

ロボットを遠隔操作 

▼パイロット（操作者） 

 - 外出困難な方 

 - 重度障がい者など 

 

▲分身ロボット「オリヒメ」 
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■登壇者 ： 株式会社オリィ研究所 

 （登壇順）  九州地理情報株式会社 

         株式会社ブランチェス 

         株式会社にしけい 

         AGRIST 株式会社 

■定 員 ： 50 名 


